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凹面鏡及び準面鏡の鍍銀に就て
巾　　野　　　義　　夫
天界212
　白話が経溶した鍍銀に於て，非常に良好な厚みのある銀面が得られたので，
共の品品の分量や藥品を配合した時の液の状態等に隔て，．渡表したいと患ふ．
　この歯面の紙誌と骨ふものは嚴密なもので無く，少し馴れた人達は目分量で
やってのけるらしいが，やはり分量が定まってみると，失敗による藥晶の無駄
を省くこ事が畑鼠る．
　鍍銀の方法であるが，殻も簡便で廣く川ひられてるるブラシiヤ法で，その
還元液の製作及び液の配合等の大忌の分量は，今は絶版になってみるが，中村
要氏著の「反射屈折天虚宿遠鏡の作り：方富豪手引」や最近試行の隔心威麿氏著
「天膿望遠鏡の作り方と観測法」にも詳しく載ってみる・
　唯アンモ＝ヤ水の分量が煎要であるに關らす，詳にされてみないので此の鮎
の分量畿表になる諜だが，以下順序を追って設：明してみよう．
　（1）水
　まつ最初に鍍銀に使用する水であるが，蒸溜水を使用すれば巾分ltない
　蒸溜水は購入しても安偵なものであるが，都會では水道の水で充分である．
　1’t分は初め蒸溜水を川ぴてるたが，面倒臭くなって試みに水道の水を川ひた
所，蒸溜水で附けた銀と殆んど同じ銀が附くし，耐久力も攣らない事を知った．
　但し還元液を作る時の水は，永く保存しなければならなV・から，水道の水よ
り蒸溜水を用ふる方が安全である．
　（2）　選曲液の製作
　食料品店で角砂糖を購入し，それを天秤で45瓦量り，500c・c・の蒸溜ノkの中
に入れて10分織り沸騰さし，沸騰が遮ると，すぐ酒石酸4瓦を入れる・
　次にそのまΣ冷却するのを待ち，エチルアルコ1ル90c・c・を加へて密栓し，
大切に保有して置く．
　以上の分：疑で，液を作って置くと，10センチ鏡なれば，約30回ぐらV・鍍銀を
する事が出來るが，使用に際しては，液の果糖分を萄葡糖に礎化させねはなら
ないから，液は古いほどよく，二三ケ月除りたって使用する．
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　それから築品をjll：る天｝・1；であるが，天秤は高頂なもので・10圓内外もするの
で窩眞川のサジハカリで闇に合ふ．
　　　　　　　　　　　　　　　　1
　（3）液の配合
　液を配含するに先立って，f’1作の鏡なれば，鏡周についてみる跡柄をカ】ボ
ラングム3Fを指完に附けて，よく擦って落し，水洗して，流し場に鏡を上向
けに置て，苛性ソ1ダをつけた脱脂綿を箸で挾んで，鏡而を美しく脱脂する・
　次に直面に水を流して水洗し，硝酸で同様に鏡面を洗って，叉ノk回し・洗所
器に水を浦し，水中に鏡を上向けにしてつけて置く．古V・銀のついてみる鏡な
れば，硝酸をかけて銀を剥がし，そのまS同様に水中につけて置く・
　いよいよ液の配合であるが，アニチユアの標準になってみる10センチ鏡を鍍
銀する分量に付て記してみよ，う．
　まつ，メスシリング1で，水50c．c．を量り，砧酸銀4瓦を溶す．ζの場合
蒸溜水なれば，透明に溶けるが，水道の水なれば少し濁るが心配はない・
硝酸銀が完全に溶けたなれLSf，ピペットで，20％の強アンモ＝ヤ水を10・…
：lil：って，液の中に加へて言揚する・液は白友色に攣化する・
　試にアンモニや水を15・c．c．も入れてみると透明になりかけ，20　c・c・も加へる
と・杢く透明になって，駄口になってしまふ・
　第2回目には二百刑こ苛性ソ1ダ2瓦を水50c．c．で溶かしたものを，全部加へ
て振記すると，液が鳥餌色に攣化してしまひ，よく見ると，液内に黒友色の無
数の沈澱物が出來てるる．
　今度は20％の張アンモ＝ヤ水を4c．c．加へて振回する・液は棺黒色氣味となる・
　；次に別器に硝酸鍍1瓦を水20c．c．1こ溶かして置き，この液を5c・c・加へる・
　液の歌態を見ると，この液が流れて行った虞だけがジ丁度コ1ヒの中ペミル
クを流した如くに白ぼくなって行くのが見られる・
振欝すると，褐色になってしまひ，依然として三友色の微小な沈澱物が無数
に浮遊してみる．
以上で液の配合は三つた．
　（4）鍍　　観
鍍銀に使用するMl．であるが，自分は有合せのn本皿を用ひ・雫画鏡には茶碗
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を用ひた．
庭で，よく洗って清　　　　　　鏡
潔にした日木皿の内に
割箸を富岡の如く三方
内部に立掛けて鏡を置　　　　　↑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本皿　　　　　割箸利用のクサピく時のクサビとする．
　この場合皿の底と鏡面との聞隔を約5センチぐらひにする．絵り密接にする
と，液は少量ですむが，鍍銀中に出女ゐ黒色の沈澱物が鏡両に附てそこだげ銀
が附かす，エ合が悪い．7Fl能面は無辺樋に割箸で挾んで液の中に漬け込み鍍銀を
行ふ．
　いよいよ鍍銀であるが，配合濟の液の内へ還元液15　c・c．を入れてよく振邊
し，翻意して置いた皿と茶碗の内へ流す．’此の時の液の温度は指に燭てみて，
温くも冷たくも感じない，EPち心血18度前後でないといけない．皿に立掛けた
割箸で北郊が…様iこ液に接角座する如くに調節し，諏かに液を並ぶつてみると，
暫くして銀がjllLの方に白く附て，くるのでいよいよ鏡にも銀が附き初めた事が
知れる．約5分ぐらゐ時間が維って黒色氣味てるた液が灰色に白ぼくなってく
ると鍍銀は絡つた事：になる・
　鍍銀が経るとnreから鏡を取出して良く水洗し，立掛けて完全に乾かす。
　磨きはナメシ皮があればいいが，手近に無い時は柔かいメリヤスの切れで綿
を包んで坊主を作り，旧く少量の辮柄をつけて廉恥に輕く磨いて行くと，非常
に美しくなり，見掛け，L，銀が素艮味を帯びてくる．
　最後に配訂した鍍銀llセは放置しておくと，危険な爆獲物になるから，直ちに
捨『こな：tナぜし1まい1ナなV・．
　銀の附着した器具類は硝酸を流して銀を剥がし美しく水洗をする．
　以しで此の稿を経つた課だが参考と
して藥1｝1、及器具の績格を記してみやう．　（　　　pm　R・
念の爲，磁心とは思ふが謝ヒソ　ξ『多
1ダ，硝酸等劇藥の購入に付ては印鑑　　　　　　　サジハヵリ
が必要である事を附言して置く．
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